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東
北
お
遍
路
巡
礼
地
に
つ
い
て

　

東
北
お
遍
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
2
0
1
1
年
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
被
害

を
受
け
た
福
島
県
い
わ
き
市
か
ら
青
森
県
八
戸
市
ま
で
の
沿
岸
地
域
に
、
慰
霊
と
鎮
魂
の
道
を
作
ろ
う
と
、

2
0
1
1
年
9
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
四
国
遍
路
が
1
3
0
0
㎞
あ
る
の
に
対
し
、
リ
ア
ス
式
の
海
岸
を
ゆ
く

東
北
お
遍
路
は
1
7
0
0
㎞
の
道
の
り
と
な
り
ま
す
。

　

2
0
1
2
年
に
は
「
千
年
先
ま
で
も
語
り
継
ぎ
た
い
津
波
の
被
災
地
」
を
公
募
。
以
来
、
集
ま
っ
て
き
た
候

補
地
を
3
年
か
け
て
メ
ン
バ
ー
が
現
地
を
訪
問
し
て
検
証
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
絞
り
込
ま
れ
た
1
0
5
ヵ
所

の
候
補
地
を
、
有
識
者
に
よ
る
創
生
委
員
会
を
経
て
、
2
0
1
5
年
2
月
に
53
ヵ
所
の
「
東
北
お
遍
路
巡
礼
地
」

と
し
て
発
表
し
、
翌
年
に
10
ヵ
所
を
追
加
、
現
在
63
ヵ
所
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

東
北
は
幾
度
も
津
波
の
悲
劇
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
の
大
災
害
を
経
て
あ
ら
た
め
て
思
う
こ
と
は
、

「
語
り
継
ぐ
こ
と
が
、
最
大
の
防
災
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
こ
で
東
北
お
遍
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
千
年
先
ま
で
語
り
継
ぎ
た
い
物
語
を
見
出
し
て
「
こ
こ
ろ
の
み
ち
の

物
語
」
と
し
て
発
信
す
る
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
被
災
地
の
「
今
」
を
切
り
取
る
「
東
北
お
遍
路
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
」
と
「
東
北
お
遍
路
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
」
も
、
震
災
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
の
大
切
な
取

り
組
み
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
被
災
地
へ
の
誘
客
と
い
う
復
興
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
役
割
も
担
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

や
が
て
民
族
や
宗
教
を
越
え
た
多
く
の
方
々
に
巡
礼
地
を
辿
っ
て
頂
く
こ
と
に
よ
り
、
東
北
の
海
岸
線
に
一
本

の
祈
り
の
道
が
で
き
れ
ば
、
辛
い
が
前
向
き
に
生
き
た
私
た
ち
の
震
災
の
記
憶
が
、
千
年
先
に
も
語
り
継
が
れ

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
後
も
、
東
北
お
遍
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
東
北
の
各
被
災
地
が
連
携
し
て
、
経
済
的
・
文
化
的
に
自
立
発

展
で
き
る
復
興
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
東
北
お
遍
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
・
新
妻 

香
織

目
次

第
2
回
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
作
品

　
黒
田 

杏
子 

選
　［ 

入
選
15
句 

］	

4

　
夏
井 

い
つ
き 

選
　［ 

入
選
15
句 

］	

6

　
そ
の
他
の
俳
句
30
句	

8

第
3
回
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品

　
審
査
員
総
評	

10

　
入
選
作
品
と
選
評	

11

当
選
者
発
表	

15

第
3
回 

東
北
お
遍
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト 

／ 

第
2
回 

東
北
お
遍
路
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
の

ご
挨
拶
と
経
過
に
つ
い
て

　

2
0
1
8
年
6
～
9
月
に
第
3
回
東
北
お
遍
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
と
第
2
回
東
北
お
遍
路
俳
句
コ

ン
テ
ス
ト
の
募
集
を
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、
写
真
の
部
が
1
4
6
点
、
俳
句
の

部
が
8
1
5
句
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
参
加
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

写
真
、俳
句
と
も
、今
年
も
テ
ー
マ
を
「
東
北
お
遍
路
巡
礼
地
に
ま
つ
わ
る
も
の
」
と
い
た
し
ま
し
た
。

写
真
は
10
月
21
日
福
島
県
広
野
町
公
民
館
に
斎
藤
康
一
先
生
、
青
柳
健
二
先
生
、
結
城
登
美
雄
先
生

と
審
査
員
が
会
し
て
厳
正
に
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
俳
句
は
黒
田
杏
子
先
生
、
夏
井
い
つ
き
先
生
に

全
作
品
を
お
送
り
し
、
各
々
選
考
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

震
災
か
ら
8
年
が
経
過
し
、
東
日
本
大
震
災
が
風
化
し
つ
つ
あ
る
現
在
で
す
が
、
実
際
に
被
災
地

に
足
を
運
ば
れ
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
、
あ
る
い
は
句
を
詠
ん
だ
様
子
が
し
っ
か
り
伝
わ
る
多
く
の
作

品
に
出
合
え
た
こ
と
は
、
コ
ン
テ
ス
ト
を
主
催
す
る
者
に
は
大
変
う
れ
し
い
こ
と
で
し
た
。
作
品
に
は
、

前
を
向
い
て
歩
む
地
、
ま
だ
ス
タ
ー
ト
地
点
に
立
て
な
い
原
発
事
故
地
な
ど
、「
被
災
地
の
今
」
が
切

り
取
ら
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
皆
様
の
暖
か
な
眼
差
し
や
祈
り
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
、
心

を
熱
く
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
入
賞
作
の
最
初
の
発
表
と
表
彰
式
は
、
11
月
1
～
4
日
、
仙
台
市
地
下
鉄
東
西
線

国
際
セ
ン
タ
ー
駅
多
目
的
ホ
ー
ル
で
、「
第
2
回
東
北
お
遍
路
展
」
と
し
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
表

彰
式
に
は
遠
方
か
ら
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
て
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
も
各

地
で
作
品
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
運
び
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
回
も
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

仙台市で開催された第 2 回東北お遍路展



5 4

東
北
お
遍
路
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト

第
二
回

黒
田 

杏
子 

氏  

選
評

天地

月
見
草
宙
に
現
は
る
過
去
の
街

夏
潮
の
香
の
満
ち
て
を
り
瑞
巌
寺

幻
想
的
な
句
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
被
災
の
街
を
見
事
に
詠
み
あ
げ
て
い
ま
す
。
月
見
草
の
季
語
の
あ
っ
せ

ん
が
実
に
効
い
て
い
ま
す
。

静
か
な
句
で
す
が
、
臨
場
感
が
あ
り
、
心
に
残
る
一
行
。
名
刹
の
句
と
し
て
新
鮮
で
す
。

吉
川 

香
廉
（
岩
手
県
盛
岡
市 

41
歳
）

半
田 

良
浩
（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）

人入
選

作
者
の
思
い
が
一
行
十
七
音
字
に
よ
く
行
き
渡
っ
た
感
動
的
な
作
品
に
な
っ
て
い
ま
す
。

作
者
の
実
感
が
は
っ
き
り
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
こ
の
一
行
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。

ジ
ャ
ズ
喫
茶
店
跡
に
焦
点
を
当
て
て
、
こ
の
句
決
ま
り
ま
し
た
。
作
者
の
感
性
鋭
敏
で
す
。

菊
手
向
け
る
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
人
生
に

受
け
止
め
る
術
の
無
き
身
や
野
分
吹
く

草
茂
る
ジ
ャ
ズ
喫
茶
店
跡
潮
騒

南
部 
努
（
宮
城
県
仙
台
市 

67
歳
）

小
松 

隆
碧
（
宮
城
県
多
賀
城
市 

70
歳
）

菊
地 

十
音
（
岩
手
県
盛
岡
市 
83
歳
）

荒
波
に
手
を
合
わ
せ
れ
ば
天
の
川	

海
老
沢 

法
導
（
宮
城
県
仙
台
市 

69
歳
）

盆
東
風
や
重
機
磨
か
れ
て
休
む	

木
寺 

洋
子
（
東
京
都 

63
歳
）

浜
人
の
笑
顔
頼
も
し
風
爽
や
か	

田
代 

フ
サ
エ
（
群
馬
県
伊
勢
崎
市 

85
歳
）

駅
舎
な
き
駅
に
人
立
つ
盆
の
波	

二
階
堂 

光
江
（
岩
手
県
盛
岡
市
）

原
子
炉
を
た
だ
見
下
ろ
し
て
盆
の
月	

掘  

卓
（
福
島
県
い
わ
き
市
）

追
悼
の
岬
を
巡
る
人
に
花	

齋
藤 

美
保
女
（
福
島
県
郡
山
市 

63
歳
）

観
音
も
行
き
合
う
人
も
菊
の
中	

藤
原 

知
子
（
東
京
都 

75
歳
）

戻
る
道
あ
け
て
あ
る
よ
と
月
明
か
り	

羽
矢 

眞
人
（
千
葉
県
富
津
市 

74
歳
）

言
葉
な
く
涙
流
せ
ず
大
花
野	

豊
島 

喜
美
子
（
岩
手
県
宮
古
市 

62
歳
）

立
ち
あ
が
れ
故
郷
の
空
と
百
日
紅	

岸 

浩
子
（
岩
手
県
陸
前
高
田
市 

62
歳
）

こ
の
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
は
成
功
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
大
会
は
第
二
回
が
と
て
も
重
要
な
の
で
す
。
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
る
の
か
見
守
っ
て
い
ま
し
た
が
、
投
句

数
は
第
一
回
よ
り
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
寄
せ
ら
れ
た
作
品
の
レ
ベ
ル
は
ぐ
ん
と
向
上
し
て
い
ま
す
。
老
若
男
女
の
方
々

の
投
句
を
丁
寧
に
拝
見
し
ま
し
た
が
、
静
か
な
落
ち
着
い
た
句
の
中
に
心
に
残
る
秀
吟
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
企

画
に
沿
っ
た
作
品
を
作
る
た
め
に
吟
行
を
さ
れ
た
作
品
も
数
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
俳
句
大
会
は
全
国

に
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。
第
三
回
が
楽
し
み
で
す
。
皆
様
の
ご
健
吟
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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東
北
お
遍
路
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト

第
二
回

夏
井 

い
つ
き 

氏  

選
評

天地

松
植
え
て
植
え
て
相
馬
に
着
く
厄
日

八
年
目
の
稲
の
香
ま
つ
す
ぐ
太
平
洋

相
馬
の
防
風
林
を
再
生
す
る
活
動
と
し
て
の「
松
植
え
て
」で
し
ょ
う
。「
松
植
え
て
植
え
て
」の
リ
フ
レ
イ
ン
は
、

黙
々
と
植
え
る
汗
と
願
い
を
読
者
の
心
に
想
起
さ
せ
ま
す
。
下
五

｢

厄
日｣

に
立
ち
向
か
う
意
志
を
、
強
く

受
け
止
め
さ
せ
ら
れ
た
作
品
で
す
。

こ
こ
ま
で
の
年
月
の
格
闘
と
苦
労
を
「
稲
の
香
」
が
吹
き
飛
ば
し
ま
す
。
気
持
ち
よ
い
の
は
「
ま
つ
す
ぐ
」

と
い
う
措
辞
。
眼
前
の「
太
平
洋
」の
広
が
り
。
海
の
青
さ
。
穂
波
の
黄
金
色
と
の
対
比
は
言
わ
ず
も
が
な
。

「
八
年
目
」
と
い
う
数
詞
の
感
慨
深
さ
。

安
達 

英
雄
（
宮
城
県
仙
台
市 

77
歳
）

林 

美
佐
子
（
宮
城
県
仙
台
市 

79
歳
）

入
選

た
ん
ぽ
ぽ
に
空
の
広
が
り
龍
昌
寺	

柴
田 

昌
子
（
青
森
県
青
森
市 

77
歳
）

半
島
に
再
会
果
す
浜
昼
顔	

菊
池 

節
子
（
岩
手
県
盛
岡
市 

83
歳
）

見
は
る
か
す
花
野
と
な
り
て
津
波
跡	

豊
島 

喜
美
子
（
岩
手
県
宮
古
市 

62
歳
）

駅
舎
な
き
駅
に
人
立
つ
盆
の
波	

二
階
堂 

光
江
（
岩
手
県
盛
岡
市
）

海
望
む
児
童
会
室
夏
休
み	

菊
地 

十
音
（
岩
手
県
盛
岡
市 

83
歳
）

蟻
右
往
左
往
す
末
の
松
山
に	

増
田 

信
雄
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市 

80
歳
）

観
音
も
行
き
合
う
人
も
菊
の
中	

藤
原 

知
子
（
東
京
都 

57
歳
）

水
澄
ん
で
も
つ
と
や
は
ら
か
磨
崖
仏	

梅
田 

昌
孝
（
愛
知
県
名
古
屋
市 

65
歳
）

こ
こ
ま
で
と
積
み
上
げ
し
石
鰯
雲	

満
保 

千
里
（
富
山
県
高
岡
市
）

秋
の
水
を
満
た
し
て
も
ひ
と
り	

半
田 

真
理
（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）

人

「
あ
は
ゆ
き
」
は
春
の
雪
。
あ
の
「
津
波
」
が
こ
こ
ま
で
来
た
と
い
う
「
表
示
」
の
板
に
、
降
っ
て
は
砕
け

る
淡
雪
で
す
。「
こ
こ
ま
で
」
来
た
怖
ろ
し
い
波
の
記
憶
を
癒
や
す
よ
う
に
降
る
淡
雪
。
そ
こ
に
佇
む
作
者

の
思
い
は
如
何
ば
か
り
で
し
ょ
う
。

「
汚
染
牧
場
」
と
呼
ば
れ
た
牧
場
に
も
春
が
訪
れ
ま
す
。「
春
の
仔
牛
が
生
ま
れ
た
よ
」
と
い
う
呟
き
は
弾

む
希
望
の
よ
う
で
も
あ
り
、切
な
い
響
き
に
も
聞
こ
え
ま
す
。こ
の
仔
牛
が
す
く
す
く
と
育
っ
て
い
け
る「
春
」

で
あ
る
こ
と
を
切
に
願
い
ま
す
。

「
喪
あ
け
無
き
」
の
リ
フ
レ
イ
ン
が
読
み
手
の
心
に
し
み
じ
み
と
し
た
悲
し
み
を
伝
え
ま
す
。「
喪
あ
け
無

き
海
」
か
ら
「
喪
あ
け
無
き
盆
の
波
」
へ
焦
点
が
絞
ら
れ
る
構
成
も
見
事
。「
盆
」
の
潮
の
香
が
つ
ん
と
心

の
襞
に
触
れ
る
一
句
で
す
。

あ
は
ゆ
き
や
津
波
こ
こ
ま
で
て
ふ
表
示

汚
染
牧
場
春
の
仔
牛
が
生
ま
れ
た
よ

喪
あ
け
無
き
海
喪
あ
け
無
き
盆
の
波

小
野
寺 

雅
美
（
宮
城
県
仙
台
市 

44
歳
）

大
内 
秀
夫
（
福
島
県
相
馬
市
）

曽
根 

新
五
郎
（
東
京
都 

63
歳
）
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東
北
お
遍
路
俳
句
コ
ン
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二
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選
外
作
品
二
十
六
句

そ
の
海
を
や
う
や
く
見
た
り
百
日
紅	

木
寺 

洋
子
（
東
京
都
）

三
月
や
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
鎮
魂
歌	

鈴
木 

梨
花
（
青
森
県
八
戸
市
）

遍
路
宿
髭
て
い
ね
い
に
剃
つ
て
を
り	

青
木 

美
葉
（
大
阪
府
堺
市
）　

冷
ま
じ
や
二
基
と
な
り
た
る
津
波
の
碑	

今 

順
子
（
青
森
県
八
戸
市
）

語
ら
ぬ
樹
語
れ
ぬ
人
や
つ
く
つ
く
し	

阿
部 

ゆ
き
子
（
岩
手
県
盛
岡
市
）

ふ
る
さ
と
は
た
だ
の
原
つ
ぱ
墓
洗
ふ	

皆
川 

ミ
エ
子
（
岩
手
県
盛
岡
市
）

羅
漢
様
と
海
を
巡
礼
浜
豌
豆	

岸 

浩
子
（
岩
手
県
陸
前
高
田
市
）

さ
や
け
し
や
沖
に
二
艘
の
広
田
湾	

齋
藤 

ス
ミ
子
（
岩
手
県
盛
岡
市
）

海
の
名
を
も
つ
子
六
歳
鐘
涼
し　

	

佐
野 

享
保
（
宮
城
県
大
崎
市
）

指
濡
ら
し
つ
つ
秋
の
海
輝
か
す　

	
松
澤 

ふ
さ
子
（
宮
城
県
仙
台
市
）

白
南
風
や
灘
に
四
股
踏
む
秀
の
山	
村
上
つ
ね
子
（
宮
城
県
気
仙
沼
市
）

新
し
き
町
に
駅
舎
や
小
鳥
来
る	

池
添 
怜
子
（
宮
城
県
仙
台
市
）

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
蹄
鉄
の
痕
夏
の
果
て	

永
井 

径
（
福
島
県
南
相
馬
市
）

相
馬
路
や
馬
糞
を
避
け
て
往
く
遍
路	

桑
原 

秀
美
（
福
島
県
郡
山
市
）

生
も
死
も
一
文
字
春
の
海
の
黙	

長
瀬 

道
子
（
茨
城
県
取
手
市
）

雁
や
鈴
振
り
巡
る
北
の
浜	

中
野 

笙
子
（
茨
城
県
牛
久
市
）

櫛
抜
け
の
仮
設
に
残
り
秋
刀
魚
の
火	

橘
家 

玉
蔵
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）

み
ち
の
く
の
蔭
を
ひ
ろ
っ
て
秋
遍
路	

曽
根 

新
五
郎
（
東
京
都
）

会
へ
る
な
ら
オ
モ
チ
ャ
を
あ
げ
る
竹
の
春	

手
嶋 

建
元
（
東
京
都
）

戻
る
道
あ
け
て
あ
る
よ
と
月
明
り	

羽
矢 

眞
人
（
千
葉
県
富
津
市
）

美
事
な
る
蜘
蛛
の
巣
か
か
り
廃
校
舎	

高
橋 

富
久
江
（
千
葉
県
）

夏
菊
に
集
く
こ
の
世
の
光
か
な	

迪
方 

温
峇
（
神
奈
川
県
）

横
綱
の
像
を
洗
ひ
し
春
の
波	

久
保
田 

聡
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

公
国
の
耐
震
強
化
小
鳥
来
る	

有
瀬 

こ
う
こ
（
大
阪
府
池
田
市
）

教
会
の
庭
に
小
さ
な
運
動
会	

高
橋 

英
夫
（
宮
城
県
仙
台
市
）

携
帯
の
地
震
警
報
冴
え
返
る	

新
谷 

香
織
（
福
島
県
相
馬
市
）
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東
北
お
遍
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

第
三
回

審
査
員
総
評

❖ 

齋
藤 
康
一
〔 

写
真
家 

〕

	
�　

東
北
お
遍
路
の
巡
礼
地
や
被
災
地
を
見
な
が
ら
、
大
勢
の
方
々
に
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
の
が
当
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
今
回
も
復
興
の
様
子
を
伝
え
る
写
真
や
被
災
地
を
盛
り
立
て
る
お
祭
り
、
ま
た
温
か
み
の
あ
る
写
真
が
多
く
集
ま
っ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
も
3
年
目
と
回
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
年
々
、
い
い
作
品
が
集
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

時
と
と
も
に
消
え
て
行
く
も
の
、
ま
た
復
興
で
新
た
に
生
ま
れ
る
も
の
な
ど
、
被
災
地
の
現
場
が
切
り
取
ら
れ
て
い
る
貴
重
な
写
真
展
だ

と
思
い
ま
す
。

❖ 

青
柳 

健
二
〔 

写
真
家 

〕

	
�　

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
も
３
回
目
を
迎
え
て
、
被
写
体
の
変
化
を
感
じ
る
。
津
波
の
爪
痕
な
ど
の
「
非
日
常
」
の
写
真
か
ら
、「
日
常
」
の

写
真
へ
の
変
化
と
い
っ
た
ら
い
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
復
興
が
確
実
に
進
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
の
過
渡
期
の
記
録
と
い
う

意
味
で
も
貴
重
な
作
品
群
で
あ
っ
た
と
思
う
。
と
こ
ろ
で
、
直
接
の
被
災
地
で
は
な
い
と
こ
ろ
の
写
真
は
、
コ
ン
テ
ス
ト
の
趣
旨
か
ら
落

と
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
は
残
念
だ
っ
た
。

❖ 

結
城 

登
美
雄
〔 

民
俗
研
究
家
／
東
北
お
遍
路
創
生
委
員 
〕

	
�　

歳
月
の
経
過
と
と
も
に
震
災
当
初
の
残
酷
な
風
景
は
薄
れ
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
土
地
に
刻
ま
れ
た
人
々
の
無
念
の
想
い
は
変
ら
な
い
。

今
回
応
募
の
作
品
に
は
そ
れ
を
し
っ
か
り
と
受
け
と
め
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
と
い
う
も
の
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
え
る
。
一
見
す
れ
ば
一

枚
一
枚
は
あ
り
ふ
れ
た
風
景
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
か
み
し
め
て
言
葉
に
す
れ
ば
、
様
々
な
情
念
が
よ
み
が
え
っ
て
く
る
よ
う
に
思
え
る
。

こ
れ
ら
の
写
真
作
品
と
「
お
遍
路
俳
句
」
を
合
わ
せ
読
む
こ
と
で
、
伝
え
る
べ
き
震
災
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
増
幅
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

東
北
お
遍
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
益
々
の
広
が
り
と
深
化
を
期
待
し
た
い
。

【 

齋
藤 

】

楽
し
げ
な
上
に
形
の
い
い
作
品
。
ロ
ー
ア
ン
グ
ル
で
青
空
を
入
れ
込
ん
で
い
る
の
が

い
い
。
遠
近
感
で
に
ぎ
や
か
さ
を
出
し
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
が
微
笑
ま
し
く
、

お
母
さ
ん
の
顔
が
見
え
て
い
た
ら
さ
ら
に
良
か
っ
た
だ
ろ
う
。

【 

青
柳 

】

毎
年
５
月
５
日
に
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
全
国
か
ら
集
め
ら
れ
た
青
い
鯉
の

ぼ
り
は
、
復
興
祈
願
の
象
徴
だ
。
鯉
の
ぼ
り
の
重
な
り
を
う
ま
く
切
り
取
る
こ
と

で
、
画
面
の
外
に
も
さ
ら
に
多
く
の
鯉
の
ぼ
り
が
あ
る
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。
数

の
多
さ
は
、
復
興
を
応
援
す
る
全
国
の
人
々
の
多
さ
に
も
つ
な
が
る
。
風
に
な
び

く
元
気
な
鯉
の
ぼ
り
は
未
来
や
活
力
を
感
じ
さ
せ
る
。
女
の
子
が
立
っ
て
い
る
の

で
、
こ
の
鯉
の
ぼ
り
の
大
き
さ
も
わ
か
る
。
手
前
に
大
き
く
斜
め
に
配
さ
れ
た
鯉

の
ぼ
り
と
、
奥
の
小
さ
い
鯉
の
ぼ
り
で
奥
行
き
も
感
じ
ら
れ
、
文
句
な
く
迫
力
の

あ
る
写
真
に
な
っ
た
。

【 

結
城 

】

失
わ
れ
た
家
族
の
命
。
生
き
の
び
た
私
。
見
つ
か
っ
た
青
い
鯉
の
ぼ
り
。
ど
う
し

た
ら
よ
い
の
か
？
何
が
で
き
る
の
か
？
惑
い
、
迷
い
な
が
ら
青
い
鯉
の
ぼ
り
を
立

て
て
み
た
。
そ
れ
を
見
て
反
応
す
る
多
く
の
人
々
の
心
が
あ
っ
た
。
そ
の
広
が
り
、

託
さ
れ
た
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

藤
島 

純
七
（
宮
城
県
仙
台
市
）

『
復
興
を
願
っ
て
』
宮
城
・
東
松
島

最
優
秀
賞
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【 

齋
藤 

】

き
れ
い
な
写
真
で
す
。
火
の
具
合
、
ハ
ゼ
の
焼

け
具
合
、
鍋
の
高
さ
、
女
性
の
表
情
な
ど
、
と

て
も
バ
ラ
ン
ス
が
い
い
し
楽
し
い
。
煙
の
い
ぶ
り

具
合
も
い
い
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

【 

青
柳 
】

ハ
ゼ
焼
き
の
様
子
。
ハ
ゼ
は
食
べ
も
す
る
が
、

正
月
の
雑
煮
の
出
汁
を
取
る
の
だ
そ
う
だ
。

こ
れ
が
地
元
の
伝
統
の
食
文
化
だ
。
撮
影
者

は
こ
の
文
化
を
面
白
い
と
思
い
、
こ
の
伝
統

が
続
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
伝
統
の
作
業

が
淡
々
と
行
わ
れ
る
の
は
、
震
災
前
に
戻
っ
て
い
る
と
い
う
確
か
な
証
で
も
あ
る
だ

ろ
う
。
そ
の
何
気
な
い
光
景
を
見
る
側
に
印
象
付
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
、
写
真

の
強
さ
に
か
か
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
屋
外
か
ら
入
る
光
線
が
、
ハ
ゼ

を
輝
か
せ
て
美
し
い
、
強
い
写
真
に
な
っ
て
い
て
、
訴
え
る
力
の
あ
る
作
品
に
な
っ

て
い
る
と
思
う
。

【 

結
城 

】

自
然
は
津
波
と
い
う
厳
し
さ
も
与
え
る
が
、
豊
か
な
海
の
幸
も
与
え
て
く
れ
る
。
試
練

と
恵
み
の
間
で
ゆ
れ
な
が
ら
、
今
年
も
ハ
ゼ
を
焼
く
。
伝
統
を
守
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

自
然
と
と
も
に
こ
こ
で
生
き
て
い
く
と
い
う
思
い
が
、
仕
事
を
支
え
て
い
る
。

【 

齋
藤 

】

被
災
し
た
工
場
の
建
物
を
撮
っ
た
作
品
で
す
が
、
い

い
時
間
帯
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
雲
の
具
合
や
光
の
具

合
が
い
い
雰
囲
気
を
作
っ
て
い
ま
す
。
上
下
を
大
胆

に
ト
リ
ミ
ン
グ
し
た
こ
と
も
成
功
し
て
い
ま
す
。

【 

青
柳 

】

被
災
し
た
工
場
は
、
笹
か
ま
ぼ
こ
屋
さ
ん
だ
っ
た
。
こ

れ
を
震
災
遺
産
と
し
て
残
そ
う
と
い
う
意
見
も
あ
っ

た
が
、
結
局
、
今
年
中
に
取
り
壊
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
そ
う
だ
。
こ
の
よ
う
に
し
て
徐
々
に
、
震
災
の
爪

痕
が
な
く
な
っ
て
い
く
こ
と
は
、
つ
ま
り
復
興
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
。
た
だ
こ
う
い
う
大
き
な
災

害
が
あ
っ
た
こ
と
だ
け
は
後
世
に
伝
え
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
こ
で
写
真
の
出
番
に
な
る
。
記
録
と
し
て
も
貴
重
な
写

真
だ
し
、
ま
た
重
厚
感
が
あ
っ
て
写
真
的
に
も
す
ば
ら
し
い
と
思
う
。

【 
結
城 

】

長
い
年
月
、
こ
の
浜
で
漁
師
と
と
も
に
生
き
て
き
た
水
産
加
工
の
建
物
。
津
波
で

壊
さ
れ
た
が
解
体
せ
ず
に
生
か
せ
な
い
か
。
迷
い
、
ゆ
れ
な
が
ら
８
年
余
。
日
和

山
と
と
も
に
、
も
う
ひ
と
つ
の
こ
の
土
地
の
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た
が
、
今
年
、
復
興
公

園
建
設
の
た
め
に
壊
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
残
念
無
念
。

佐
々
木 

均
（
宮
城
県
多
賀
城
市
）

『
伝
統
の
味
』
宮
城
・
石
巻

佐
藤 

裕
（
宮
城
県
仙
台
市
）

『
被
災
工
場
と
日
和
山
』
宮
城
・
名
取

優
秀
賞

優
秀
賞

佳

　
作

【 

齋
藤 

】

被
災
地
か
ら
随
分
離
れ
た
仮
設

住
宅
の
暮
ら
し
を
切
り
取
っ
た

1
枚
。
集
会
所
ら
し
き
と
こ
ろ

で
、
板
の
間
に
座
布
団
も
な
く

し
ゃ
が
ん
で
い
る
人
々
の
表
情
が

と
て
も
い
い
。
集
い
の
楽
し
さ
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

【 

青
柳 

】

こ
れ
は
住
田
町
の
木
造
の
仮
設
住

宅
で
の
一
シ
ー
ン
だ
そ
う
だ
。
住

み
慣
れ
た
と
こ
ろ
を
離
れ
、
苦
労

も
不
便
も
多
い
だ
ろ
う
が
、
光
の

柔
ら
か
さ
も
あ
リ
、
一
息
つ
い
た
よ

う
な
安
堵
感
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

木
村 

直
紀
（
東
京
都
）　

『
住
田
町
仮
設
住
宅
集
会
所
』

岩
手
・
住
田

【 

齋
藤 

】

初
日
の
出
を
撮
っ
た
写
真
だ
が
、

空
の
上
を
も
う
少
し
焼
き
込
め

ば
、
も
っ
と
い
い
写
真
に
な
っ
た
。

残
念
だ
。

【 

青
柳 

】

海
岸
線
に
並
ん
で
初
日
の
出
を

拝
む
人
た
ち
。
各
々
が
違
っ
た

願
い
を
持
ち
な
が
ら
も
、
初
日

の
出
と
い
う
同
じ
も
の
へ
の
拝
む

姿
に
一
体
感
を
感
じ
る
。

鈴
木 

久
雄
（
宮
城
県
仙
台
市
）　

『
迎
春
の
日
』

宮
城
・
名
取

【 

齋
藤 

】

低
め
か
ら
持
っ
て
い
っ
て
い
い
ア

ン
グ
ル
。
子
ど
も
た
ち
が
「
や

ら
さ
れ
て
い
る
」
楽
し
さ
が
出
て

い
る
。
遠
く
の
景
色
も
う
ま
く

取
り
込
ん
で
い
る
。

【 

青
柳 

】

こ
の
地
域
の
人
た
ち
に
と
っ
て

待
ち
焦
が
れ
た
菜
の
花
の
前
で
、

撮
影
者
と
子
ど
も
た
ち
が
遊
び

な
が
ら
写
真
を
撮
っ
て
い
る
姿
が

ほ
ほ
え
ま
し
い
。

門
林 

泰
志
郎
（
福
島
県
い
わ
き
市
）　

『
か
い
浜
、今
年
も
あ
り
が
と
う
』

福
島
・
南
相
馬

【 

齋
藤 

】

復
興
の
た
め
の
作
業
を
す
る
シ
ョ

ベ
ル
カ
ー
だ
ろ
う
か
、
同
じ
形

に
な
っ
て
な
い
と
こ
ろ
を
見
る

と
、
ま
だ
作
業
中
な
の
だ
ろ
う
。

月
の
出
の
時
間
帯
が
と
て
も
い

い
。

【 

青
柳 

】

コ
メ
ン
ト
で
は
、
最
初
、
月
明

か
り
で
作
業
し
て
い
る
の
か
と

思
っ
た
ら
し
い
。
右
の
重
機
前
に

は
作
業
員
の
姿
も
見
え
、
暗
く

な
る
ま
で
の
仕
事
の
大
変
さ
を

思
う
。

三
浦 

り
ょ
う
子
（
宮
城
県
名
取
市
）　

『
月
は
東
に
日
は
西
に
』

宮
城
・
名
取

【 

齋
藤 

】

平
凡
に
見
え
る
が
実
に
考
え
て

撮
影
さ
れ
て
い
て
上
手
い
。
本
来

な
ら
白
い
杭
は
目
障
り
な
は
ず

だ
が
、
陽
の
当
た
る
ヒ
マ
ワ
リ
な

ど
色
の
は
っ
き
り
し
た
も
の
が
う

ま
い
具
合
に
散
ら
し
て
あ
る
。

【 

青
柳 

】

コ
メ
ン
ト
に
は
「
生
き
の
び
た

日
和
山
」
と
あ
る
。
れ
っ
き
と

し
た
「
山
」
は
、
雑
然
と
し
た

画
面
か
ら
か
ろ
う
じ
て
津
波
と

地
盤
沈
下
に
耐
え
て
「
生
き
の

び
た
」
感
じ
が
出
て
い
る
。

横
山 

光
太
郎
（
宮
城
県
仙
台
市
）　

『
蒲
生
干
潟
の
小
さ
な
日
和
山
』

宮
城
・
仙
台
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東
北
お
遍
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

第
三
回

東
北
お
遍
路
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
・
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
当
選
者
発
表

【 

最
優
秀
賞 

】

仙
台
牛
ギ
フ
ト
券
1
万
円
分
+
東
北
お
遍
路
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

●   

写
真
の
部

　
藤
島 

純
七 

様

●   

俳
句
の
部

　
吉
川 

香
廉 

様

【 

優
秀
賞 

】

南
三
陸
町
山
内
鮮
魚
店
の
干
物
セ
ッ
ト
「
松
」
5
千
円
分
+
東
北
お
遍
路
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

●   

写
真
の
部

　
佐
々
木 

均 

様
／
佐
藤 

裕 

様

●   

俳
句
の
部

　
安
達 

英
雄 

様
／
半
田 

良
浩 

様

【 

佳
作 

】

相
馬
市
山
形
屋
本
醸
造
特
選
醤
油
2
千
円
分
+
東
北
お
遍
路
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

●   

写
真
の
部

　
木
村 

直
紀 

様
／
鈴
木 

久
雄 

様
／
門
林 

泰
志
郎 

様
／
三
浦 

り
ょ
う
子 

様

　
横
山 

光
太
郎 

様
／
中
村 

輝
一 

様
／
村
上 

淳 

様
／
大
橋 

政
博 

様

　
市
川 

清
一 

様
／
庭
野 

陽
子 

様

●   

俳
句
の
部

　
南
部 

努 

様
／
菊
地 

十
音 

様
／
田
代 

フ
サ
エ 

様
／
二
階
堂 

光
江 

様

　
掘 

卓 

様
／
豊
島 

喜
美
子 

様
／
林 

美
佐
子 

様
／
大
内 

秀
夫 

様

　
曽
根 

新
五
郎 

様
／
増
田 

信
雄 

様

【
入
選
】

東
北
お
遍
路
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

●   

写
真
の
部

　
渡
邊 

興
次 

様
／
佐
藤 

広
和 

様
／
庄
子 

源
六 

様
／
川
村 

裕
信 

様

　
高
橋 

成
尚 

様
／
川
崎 

い
づ
み 

様
／
中
込 

隆 

様
／
小
檜
山 

裕
行 

様

　
橋
本 

真
紀
子 

様
／
カ
マ
タ
ニ 

ヒ
サ
ト 

様
／
宮
城 

武
雄 

様
／
桜
庭 

義
孝 

様

　
小
松 

隆
夫 

様
／
小
林 

赳
直 

様
／
高
橋 

達
也 

様
／
山
本 

正
彦 

様

　
桑
原 

秀
美 

様
／
守
屋 

正
安 

様
／
藤
原 

栄
一 

様
／
中
川 

美
智
子 

様

　
柏
舘 

健 

様
／
加
藤 

智
恵
子 

様
／
庄
司 

喜
一 

様
／
橋
浦 

文
夫 

様

　
洞
口 

貞
孝 

様
／
橋
浦 

忠
志 

様
／
伊
藤 

美
早
子 

様
／
宮
崎 

遼 

様

　
佐
藤 

笑
美
子 

様
／
佐
藤 

義
博 

様
／
小
澤 

祐
二 

様

●   

俳
句
の
部

　
小
松 

隆
碧 

様
／
海
老
沢 

法
導 

様
／
木
寺 

洋
子 

様
／
齋
藤 

美
保
女 

様

　
藤
原 

知
子 

様
／
羽
矢 

眞
人 

様
／
岸 

浩
子 

様
／
柴
田 

昌
子 

様

　
菊
池 

節
子 

様
／
梅
田 

昌
孝 

様
／
満
保 

千
里 

様
／
半
田 

真
理 

様

　
鈴
木 

梨
花 

様
／
青
木 

美
葉 

様
／
今 

順
子 

様
／
阿
部 

ゆ
き
子 

様

　
皆
川 

ミ
エ
子 

様
／
齋
藤 

ス
ミ
子 

様
／
佐
野 

享
保 

様
／
松
澤 

ふ
さ
子 

様

　
村
上 

つ
ね
子 

様
／
池
添 

怜
子 

様
／
永
井 

径 

様
／
長
瀬 

道
子 

様

　
中
野 

笙
子 

様
／
橘
家 

玉
蔵 

様
／
手
嶋 

建
元 

様
／
高
橋 

富
久
江 

様

　
迪
方 

温
峇 

様
／
久
保
田 

聡 

様
／
高
橋 

英
夫 

様
／
有
瀬 

こ
う
こ 

様

【 

齋
藤 

】

奇
跡
の
一
本
松
の
写
真
は
い
ろ
い

ろ
見
た
が
、
手
前
に
船
が
置
か

れ
て
い
る
珍
し
い
ア
ン
グ
ル
。
曇

天
の
空
の
選
び
方
が
良
か
っ
た
。

【 

青
柳 

】

船
を
前
に
配
し
た
奇
跡
の
一
本

松
。
こ
の
木
が
変
化
す
る
街
の

様
子
を
見
守
っ
て
き
た
。
背
景

は
海
で
は
な
く
て
、
工
事
中
の

防
潮
堤
で
あ
る
こ
と
が
「
今
」

を
感
じ
る
。 中

村 
輝
一（
宮
城
県
仙
台
市
）　

『
奇
跡
の
一
本
松
』

岩
手
・
陸
前
高
田

【 

齋
藤 

】

闇
夜
に
浮
か
び
上
が
る
復
興
住

宅
の
ビ
ル
の
明
か
り
。
ま
だ
未
開

発
な
周
囲
の
暗
さ
が
明
か
り
を
際

立
た
せ
る
。
う
ま
い
撮
り
方
で
す
。

【 

青
柳 

】

煌
々
と
電
気
で
照
ら
さ
れ
た
復

興
住
宅
。
空
に
明
る
さ
が
残
る

頃
な
ら
、
む
し
ろ
美
し
い
写
真

に
な
っ
た
ハ
ズ
だ
が
、
そ
う
な
る

と
こ
の
独
特
の
雰
囲
気
を
持
っ
た

写
真
に
は
な
ら
な
か
っ
た
ろ
う
。

村
上 

淳
（
宮
城
県
気
仙
沼
市
）　

『
復
興
住
宅
を
望
む
』

宮
城
・
気
仙
沼

【 

齋
藤 

】

子
ど
も
た
ち
の
表
情
が
い
い
。
男

の
子
は
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
、
女

の
子
は
周
り
を
気
に
し
て
い
る
様

子
が
面
白
い
で
す
。

【 

青
柳 
】

子
ど
も
た
ち
が
舞
う
伝
統
の
踊

り
は
、
次
世
代
に
受
け
継
が
れ

る
も
の
と
し
て
大
切
な
も
の
だ
。

腰
を
下
ろ
し
た
瞬
間
の
子
ど
も

の
真
剣
な
表
情
と
形
の
面
白
さ

の
対
比
が
い
い
。

大
橋 

政
博
（
宮
城
県
仙
台
市
）

『
剣
舞
の
子
』

岩
手
・
山
田

【 

齋
藤 

】

群
れ
る
ウ
ミ
ネ
コ
と
鳥
居
と
太

陽
が
三
位
一
体
に
な
っ
た
写
真
。

太
陽
の
位
置
が
大
変
い
い
。
な

か
な
か
狙
え
な
い
写
真
で
す
。

【 

青
柳 

】

鳥
・
鳥
居
・
夕
陽
の
シ
ャ
ッ
タ
ー

チ
ャ
ン
ス
も
す
ば
ら
し
い
が
、
こ

の
鳥
居
が
ア
メ
リ
カ
・
オ
レ
ゴ

ン
に
流
れ
着
い
た
も
の
が
返
還

さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
奇
跡
の

話
を
知
っ
て
、
２
度
衝
撃
を
受

け
る
。

市
川 

清
一
（
青
森
県
八
戸
市
）　

『
奇
跡
の
鳥
居
』

青
森
・
八
戸

【 

齋
藤 

】

空
を
切
っ
て
焚
火
を
も
う
少
し

入
れ
て
い
た
ら
、
さ
ら
に
良
か
っ

た
だ
ろ
う
。
リ
ー
ダ
ー
に
合
わ

せ
て
踊
る
姿
が
、
い
か
に
も
楽

し
そ
う
だ
。

【 

青
柳 

】

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
雰
囲
気
が
漂
い
、

最
初
何
を
や
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
？
と
不
思
議
に
思
っ
た
写
真
。

火
を
焚
い
て
、
鎮
魂
の
舞
を
踊

る
人
た
ち
だ
と
い
う
の
で
、
逆

に
驚
か
さ
れ
た
。

庭
野 

陽
子
（
福
島
県
い
わ
き
市
）　

『
鎮
魂
の
舞
』

福
島
・
い
わ
き

佳

　
作
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